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2023年8月には、グローバル展開の遅れと 資本効率

の悪化と いう 課題に対応し 中期経営計画の一部修正を

行い、2027年を 計画最終年と する「 K27」を 発表し まし

た。 基本方針は変えず、具体的な成長軸を明確にするた

めに、「 グローバル・ シャ ープト ッ プ」と いう 方針を 新た

に加えまし た。

花王の強みは、本質的な研究を追求し ていく こ と で生

まれるユニーク な技術です。こ れら の技術は、特定のお

客さ まのお困り ごと を高いレベルで解決し 、欠かすこ と

新型コ ロナウイルス感染症の世界的蔓延、地政学リ ス

ク の拡大に伴う 国際社会の多軸化・ 分断化、及び原材料

高騰に伴う 物価高騰や処理水問題などは、日本経済に大

きく 影響を与えまし た。一方、持続可能な社会をめざす

脱炭素化、環境保全の世界的な動きは重要度をさ ら に増

し ています。

花王グループは、「 豊かな共生世界の実現」をパーパス

に掲げ、人と 地球、人と 社会、そし ていきいきと し た人と

人のつながり を大切にする「 未来のいのちを守る」企業

と し て、持続可能な社会に欠かすこ と のできない存在を

めざし て前進を続けています。

「 K27」達成に導く 戦略と し て、4つのフ レームワーク

を明示し まし た。

1つ目が、お客さ まから 高い需要があり 、高収益と なる

事業を強く し 、グローバルシフト さ せていく こ と 。

2つ目は、こ れら 重要ニーズを創造力で解決できると

がっ た人財を育成し 、その人財たちが主役と なっ て活躍

できる能率的な組織運営を進めていく こ と 。

3つ目が、資本効率と 収益性の継続的な改善です。事

業ポート フ ォリ オに基づいて、事業ごと に区分けさ れた

投資効率を監督し ていく こ と で、経営資本の価値最大化

をめざし ます。

4つ目は、パート ナーと の共創によ る 事業構築です。

こ れは、私たちの保有し ている技術資産を早く 、大きく

活用するための戦略です。

代表取締役　 社長執行役員

G l o b a l  Sh a rp  To p

創造と 革新で 唯一無二を めざ す

ト ッ プメッ セージ

「 K 27」達成に導く
「 グローバル・ シャ ープト ッ プ」 戦略

未来のいのちを守る企業として

4つのフレームワークで変革を推進

のでき ない製品、すなわち価値を 生み出し てき まし た。

お客さ まに強く 支持さ れるシャ ープな価値提案をし 、世

界の中で唯一無二の存在と なるこ と 。それが「 グローバ

ル・ シャ ープト ッ プ」の考え方です。

「 量と 数」から「 質と 絆」のモノ づく り へ

花王の「 よきモノ づく り 」は、生活者を起点と し て、多

「 グローバル・シャープトップ」事業の構築

GRI  2 -22
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メ リ ハリ ある人的資本投資でと がっ た人財を育成

こ れまで以上にメ リ ハリ ある人的資本投資に舵を 切

り ま す。花王の根幹と な る、人の多様性を 尊重する

DE& I 方針に基づいて、個々の人財の特徴と 強みを最大

限尊重する方針を立てています。

そのために、まずはリ ーダーシッ プを発揮できると がっ

た人財の育成や、ある特定のスキルに極めて優れた人

財の育成に力を入れていきます。

人的資本投資では、さ まざまな研修の機会を 用意し

ていますが、特に力を入れているのが先端技術教育です。

現在、花王では、IT 技術の基本的理解から ト ッ プク ラ

スのスキルを 習得する ためのDX アド ベン チャ ープロ

グラムと 、先端技術者にリ スキリ ングするAI アカデミ ー

を始めまし た。

タ スク 型運営でスピーディ な判断と 実行を

高いリ ーダーシッ プ 資質を 持っ た人には、権限の委

譲を 進めて、コ ン パク ト なチームで迅速に意思決定で

き るよう にし ています。

また、こ れまでは、事業運営部門と 機能部門と のマト

リ ッ ク スによ る体制を 尊重し てき まし たが、よ り 明確

かつ迅速な判断ができ る よ う に、事業運営部門を 主軸

と するタ スク 型の運営モデルへの移行を図っ ています。

こ れまでどおり 、対話を中核と し た、叡智が結集さ れ

る 運営は続けていき ますが、タ スク ごと の判断と 実行

において、スピード を優先するよう にし まし た。

ト ッ プメッ セージ

「 グローバル・ シャ ープト ッ プ」な 
人財・ 組織運営

様な視点で本質を見極めるこ と を重視し ており 、極めて

ユニーク な切り 口がそこ から 生まれてき ます。そし て

それを支えている研究開発は、多く の製品に活用さ れる

技術を継続的に磨く こ と や、異なる分野から 持ち込んだ

技術により 、新たな価値を生み出す製品づく り ができる

こ と に強みを持っ ています。

多様性が常識になる 昨今、誰し も が同じ 価値を 求め

るこ と は少なく なり 、自分に合う 、自分に意味のある商

品選びをするよう になってきまし た。私たちは、誰が使っ

ても 一定の満足を得ら れる価値づく り から 、高い満足感

を めざし た特定の顧客に強く フ ォ ーカ スし た価値づく

り へと モノ づく り を 進化さ せていき ます。こ れにより 、

量と 数の経済から 、質と 絆の経済への移行を図り ます。

グローバル視点で構築し ロイ ヤリ ティ を獲得

「 グロ ーバル」を 改めて強く 意識づけたのは、こ れま

での「 イ ンタ ーナショ ナル」と の対比を明確にするべき

と 考えたから です。こ れまでのよう に、日本発の技術や

製品を 海外展開するのではなく 、最初から グロ ーバル

視点で展開エリ アの選定と 価値化を同時並行に進める

と いう こ と を強めていきます。

その上で、お客さ まがなく てはなら ないと 感じ ていた

だける尺度と なる「 リ ピート 率」（ ロイ ヤリ ティ ）を 重視

し た製品づく り と 事業展開を志し ます。そし て、それら

の事業がある重要な領域でト ッ プであるかにもこ だわっ

ていきたいと 考えています。

GRI  2 -22
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自前主義から 脱却し 、シナジーを生み出す

最後のフ レームワーク で必要なのが、パート ナーと の

共創による事業構築です。花王の技術資産を最大限活か

し 、最速、最大レベルで事業と 社会に貢献するためには、

尖っ た強みをも っ たパート ナーと の協業が必須と なり ま

す。協業指針は、同じ 価値観、同じ 方向性を 見据えた大

きな志を抱き、社会課題解決に共に進めるかどう かです。

業界をリ ード し 、それぞれ強みと なる領域を持っ ている

こと が、シナジーを生み出す上で重要になると 考えます。

今後、花王は自前だけの発想から 脱却し 、多く のパー

ト ナーの力を 借り て、より 高いレ ベルの製品、より 高い

収益性の事業を構築するよう 努力し ていきます。

ROIC※を指標に事業ポートフォリオを見直す

2023年より、ROICを基本とし た事業ポートフォリオに

基づく 経営マネジメント を進めています。花王の事業を定

量的に分析し、安定収益領域、成長ド ライバー領域、事業

変革領域の３ つに分類し、それぞれの事業領域のROICを

明確にしました。

「 K27」の最終目標は、ROIC11％以上をめざしています。

特に、成長ド ライバー領域にあるスキンケア、化粧品、ケミ カ

ル、業務品事業は、グローバル成長のための投資を優先し、

グローバル事業の売り上げを高めていきます。

※Return  On Invested  Capital： 投下資本利益率

構造改革を断行、資本効率改善の道筋をつくる

2023年は大きな構造改革に着手しました。中国に傾注

しすぎた事業ポートフォリオを見直し 、バランスよく グロー

バルで成長するための整理をしました。また、人財構造改

革においても、人的資本最大化のための施策を進め、資本

効率改善の道筋をつくりました。

一方、日本では、日用品における低価格の商習慣が根強く 、

値上げすることに抵抗感が強く ありましたが、花王が業界

をリードし、原材料高を価格転嫁するための「 戦略的値上げ」

を実施し、定着化しました。その中で花王は、デジタル技術

を駆使して、利益率を製品設計から販売までを意識して管

理し、きめ細かい高付加価値化への挑戦をしてきました。

さらに、2024年以降の物流問題に関する課題に対して、

在庫管理の最小化、欠品の削減、及び配送の能率化を急

速に進めています。

「 The Kao W ay」は社員一人ひと り に深く 浸透し てい

る企業理念です。こ れをより どこ ろにするこ と で、すべ

ての活動が一貫し 、多様な資産と 社員の力を 集積さ せ

る原動力と なり ます。

「 K27」に向けては、世界の中で誰かの欠かせない一

番になる と いう 思いを「 グロ ーバル・ シャ ープト ッ プ」

と いう 戦略に込めまし た。何と いっ ても 、ベースと なる

のは人の力です。社員の活力を 最大限に引き 出すこ と

を 重視し 、創造と 革新でESG 視点の「 よ き モノ づく り 」

を進化さ せていきます。

量から 質の経済への転換を、次の世界のあり 方と し

て示し ながら 、次なる発展の道を歩み、持続可能な社会

に欠かせない唯一無二の企業と なるこ と をめざし ます。

パート ナーと の共創による
事業構築

資本効率／収益性の改善 K ao  W ay  のもと
企業価値向上をめざす

　 2023 年より 、ROIC を基本とし た事業ポート フォリ オに基

づく 経営マネジメ ント を進めています。花王の事業を定量的に

分析し 、安定収益領域、成長ド ライバー領域、事業変革領域の

３ つに分類し 、それぞれの事業領域のROICを明確にしまし た。

　  「 K27」 の最終目標は、 ROIC11％以上をめざしています。

特に、 成長ド ライバー領域にあるスキンケア、 化粧品、 ケミ

カル、 業務品事業は、 グローバル成長のための投資を優先

し 、 グローバル事業の売り 上げを高めていきます。

　 2023 年は大きな構造改革に着手し まし た。 中国に傾注し

すぎた事業ポート フォリ オを見直し 、バランスよく グローバル

で成長するための整理をし まし た。 また、 人財構造改革にお

いても 、人的資本最大化のための施策を進め、資本効率改善

の道筋をつく り まし た。

　 一方、日本では、日用品における低価格の商習慣が根強く 、

値上げすること に抵抗感が強く あり まし たが、 花王が業界を

リ ード し 、 原材料高を価格転嫁するための「 戦略的値上げ」

を実施し 、 定着化し まし た。 その中で花王は、 デジタル技術

を駆使して、 利益率を製品設計から 販売までを意識して管理

し 、 きめ細かい高付加価値化への挑戦をしてきまし た。

　 さ ら に、 2024 年以降の物流問題に関する課題に対して、

在庫管理の最小化、 欠品の削減、 及び配送の能率化を急速

に進めています。

　 最後のフレ ームワークで必要なのが、パート ナーと の共創

による事業構築です。花王の技術資産を最大限活かし 、最速、

最大レベルで事業と 社会に貢献するためには、尖っ た強みを

もったパート ナーと の協業が必須と なり ます。協業指針は、同

じ 価値観、同じ 方向性を見据えた大きな志を抱き、 社会課題

解決に共に進めるかどう かです。業界をリ ード し 、それぞれ強

みと なる領域を持っていること が、シナジーを生み出す上で重

要になると 考えます。

　 今後、 花王は自前だけの発想から 脱却し 、 多く のパート

ナーの力を借り て、 より 高いレベルの製品、 より 高い収益性

の事業を構築するよう 努力していきます。

　「 The Kao Way」は社員一人ひとり に深く 浸透している企業

理念です。 これをよりどころにすることで、すべての活動が一

貫し 、多様な資産と 社員の力を集積さ せる原動力と なり ます。

　「 K27」 に向けては、世界の中で誰かの欠かせない一番にな

ると いう 思いを「 グローバル・ シャ ープト ッ プ」と いう 戦略に

込めまし た。 何と いっても 、ベースと なるのは人の力です。 社

員の活力を 最大限に引き出すこと を 重視し 、 創造と 革新で

ESG 視点の「 よきモノ づく り 」 を進化さ せていきます。

　 量から 質の経済への転換を、 次の世界のあり 方として示し

ながら 、 次なる発展の道を歩み、持続可能な社会に欠かせな

い唯一無二の企業と なること をめざし ます。

資本効率 / 収益性の改善 パート ナーと の共創による事業構築 Kao Wayのもと 企業価値向上をめざす

ROIC＊
を指標に事業ポート フォリ オを見直す 自前主義から 脱却し 、シナジーを生み出す

【  K27達成への指針 】

量から質の経済へ

Global  Sharp Top

よきモノ づく り

社員活力最大化

構造改革を断行、資本効率改善の道筋をつく る

TOP MESSAGE

＊Return On Invested Capital： 投下資本利益率

8Data Section目次 価値創造 K27戦略 事業戦略 バリューチェ ーン ガバナンスIntroduction ト ップメッ セージ
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エグゼクティ ブ・ サマリ ー

暮らしと 社会への

新価値創造

暮らしと 社会への

負荷削減

暮らし

環境

社会

23.2%

ビオレ U V 史上最高の

年間シェ ア※1

10の国と  

地域へ

GU ARD  O U R FU TU RE

の展開国・ 地域

約40万回

サービス開始から 9ヵ 月での

サービス利用回数

26%

環境性能に優れた製品の

売上高増加率

4年連続

CDPト リプルA 受賞

35%

スコ ープ1+2  

GH G 排出量（ 絶対量）削減率

1.2倍

ブランド への好意度※3

87%

パーム農園までの

ト レーサビリ ティ 確認

1.2倍

サステナビリ ティ

高関与ユーザー数※2

31.1%

女性管理職比率

18年連続

「 世界で最も 倫理的な

企業」選定

58%

挑戦志向型人財の割合

※1 イ ンテージ SRI+ 日やけ止め市場2023年1月〜2023年12月金額シェ ア

※2 対前年、インテージ SCI  調べ

※3 対前年、花王調べ

事業基盤
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暮らし

デング熱の被害から 未来のいのちを守る

活動の認知度拡大に向けた

新たな取り 組み

U V ケアを通じ た社会課題解決製品が

既存カテゴリ ーに新たな領域を生み出し 、

事業拡大に貢献

AI 活用による顧客体験サービスにより

商品提案につなげるビジネスモデルを創造

生活者のQOL 向上を めざし た製

品の事業のエリ ア拡大に向け、生活

者から の「 共感」を活用し て、製品の

認知度を高めるキャンペーンを開始。

2022 年6 月にタ イ で発売開始し た

新発想の忌避剤「 ビオレガード  モスブロッ ク セラム」は、

人々の暮ら し を蚊から 守る製品で、中期経営計画「 K27」

のビジョ ン「 未来のいのちを守る」を象徴するも のです。

行政、地域、流通、企業と 連携し て、タ イ の生活者に向け

て、蚊やデン グ熱に関する 啓発活動や本製品の寄付な

どを展開し ています。

地球温暖化が進むと デング熱の拡大も 予想さ れます。

今後、「 GUARD OU R FU TU RE」プロジェ ク ト は、タ イ

以外にも 事業エリ アを 拡大すべく 取り 組みを 推進し て

いき ま す。2024 年は、SN S を 活用し た 新た な キャ ン

ペーンをアジア10の国・ 地域で展開し ています。こ れは

対象国・ 地域のビオレ公式SN Sアカウント が連携し 、投

稿への “いいね”数に応じ て同製品をデング熱被害が拡

大するエリ アに寄付する も ので、生活者から の「 共感」

によっ て、認知度の拡大が期待さ れます。

生活者の皮膚を 紫外線から 守る日

やけ止めのニーズが高まる中、2023

年は外出先での手軽な塗り 直し と い

う 課題を 捉え た 新製品「 ビ オレ U V 

アク アリ ッ チ アク アプロテク ト ミ ス

ト 」を 発売し 、シェ ア6.8% ※1を 獲得する 大ヒ ッ ト と なり

まし た。その結果、ビ オレ U V の年間シェ アは23.2% ※1と

なり 、史上最高記録を更新。事業拡大に貢献し まし た。

紫外線から 肌を守るU V ケア製品は、従来より 花王の

成長を 牽引する 主要な事業のひと つです。サステナビ

リ ティ 視点で生活者の抱える課題を 捉え、QOL 向上に

貢献するこ と で、既存の事業でも 新たなカ テゴリ ーを創

出できるこ と を示し まし た。

中期経営計画「 K27」においてスキンケア事業が注力

する「 スキンプロテク ショ ン」事業を構成するのが、U V

ケア 事業で す。同事業はグロ ーバル拡大に基づいた

「 K27」の成長戦略「 成長ド ラ イバー領域のグローバル拡

大」の象徴でも あり ます。今後はUV ケア製品の海外展

開を加速さ せ、グローバルで確固たる地位をめざし ます。

※1  インテージ SRI ＋日やけ止め市場 2023年1月〜2023年12月 金額シェ ア

生活者と の双方向のデジ タ ルプ

ラ ッ ト フ ォ ーム「 M y Kao」では、AI

活用による肌測定サービス「 肌レコ 」

において、開始後9ヵ 月で約40万回

のサービス利用があり まし た。

「 肌レ コ 」は花王独自のAI アルゴリ ズムで、一人ひと

り の美の可能性を 引き 出す肌測定コ ン テン ツです。測

定し た結果に基づいて、美容のプロがパーソ ナルなス

キンケアや美容のアド バイ スをし 、適切な商品を提案。

一人ひと り に合わせたサービスと「 肌レコ 」を続けたく

なるさ まざまなし く みにより 、

商品のリ ピ ート 購入率も 高

まっ ています。

「 肌レコ 」で得ら れたデータ

や知見を商品開発やサービス

品質向上にも 活用し 、お客さ

まへの新たな価値と し て還元

する こ と で QOL を 高いレ ベ

ルで向上さ せ、事業にも 貢献

し ていき ます。

暮らしと 社会への新価値創造 暮らしと 社会への新価値創造暮らしと 社会への新価値創造

10の国と  

地域へ

GU ARD  O U R 

FU TU RE の展開国・

地域

23.2%

ビオレ U V 史上最高

の年間シェ ア※1

約40万回

サービス開始から

9ヵ 月でのサービス

利用回数

O u r ESG V i si o n  an d  Strateg y ＞ 指 標 と 目 標 ＞事 業 に 及 ぼ す 

効果

清潔で美し く すこ やかな習慣＞タ イ で蚊によ る 感染症被害を 削減

する 取り 組み

O u r ESG V i si o n  an d  Stra teg y ＞ 指 標 と 目標 ＞ 事 業 に 及 ぼ す 

効果
P44P62 P44
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社会

リスク 低減に向けたパーム農園までの

ト レーサビリ ティ 確認範囲の着実な拡大

製品の環境配慮が購買行動を喚起し 、

売上拡大とブランド 評価向上に貢献

パーパスド リブンなブランディ ングで

ブランド ロイヤリ ティ と 売上の向上達成

パーム油は洗剤やシャ ン プ ーな

どの基幹素材です。持続可能な責任

ある原材料調達を 実現するために、

パーム農園までのト レーサビリ ティ

確認を 進めており 、2023 年ま でに

87％完了し まし た。

ト レ ーサビ リ ティ を 100％確保するこ と は森林破壊

や人権問題などに関わるリ スク を回避するために基盤

と なる取り 組みであり 、安定し て事業を継続するために

は不可欠です。

2025年までには、サプラ イ ヤー、農園、N GO など、さ

まざまなステーク ホルダーと 連携し てパーム農園まで

のト レーサビリ ティ 確認を100％完了さ せます。

2023年9月、食器用洗剤ブラ ンド

「 キュ キュ ッ ト 」 から 環境配慮型つ

めかえ容器「 未来にeco ペコ ボト ル」

を採用し た製品を発売。サステナビ

リ テ ィ 意識の高い生活者から の支

持を 受け、発売前後でサステナビリ ティ 高関与のユー

ザー数が1.2倍※1に増加し 、売上やシェ アの拡大に貢献。

さ ら に、食器用洗剤市場における シ ェ ア は対前年で

+2％( 金額前年比113) ※2と 伸長し まし た。

「 未来にeco ペコ ボト ル」は、つめかえ易さ はそのまま

に、耐久性を保ちながら も 、ボト ルの肉厚を極限まで薄

く する花王の包装容器技術（ 特許出願中）により 、廃棄時

のつぶし やすさ を実現し ています。その結果、食器洗い

の負担をト ータ ルで軽減するだけでなく 、プラ スチッ ク

使用量を 約40 ％※3削減し 、容器の生産・ 廃棄にかかる

CO 2排出量も 削減し ています。生活者の環境意識が今

後も 高まると 予想さ れる中、環境に配慮し た製品を提供

するこ と で、環境保全を通じ た社会のサステナビリ ティ

の実現と 同時に事業成長にも つなげていきます。

生理用品ブ ラ ン ド「 ロ リ エ」 は、

パーパスド リ ブ ン なブ ラ ン ディ ン

グにより 、前年比でブラ ンド 好感度

が1.2 ※4倍に増加、市場シェ アは前

年より 増加※5し まし た。

「 ロリ エ」は「 女性の生涯の生理現象を 取り 巻く 環境

をよく するこ と で、安心し て、自分ら し く 心地よく 過ご

せる社会をつく る」をブランド パーパスに掲げています。

こ のパーパスに基づいた、生活者へのコ ミ ュ ニケー

ショ ンや共感型マーケティ ングを強化し たこと が、ブラン

ド ロイ ヤリ ティ の向上と リ ピート 購入率増加につなが

り まし た。

また、2022年春に開始し たBtoB 型新事業、「 職場の

ロリ エ」は導入企業数が約50社以上と なり まし た。こ の

職場における生理用品の備品化プロジェ ク ト はニーズ

が高く 、約8割の方が職場のナプキン備品化に賛同。社

内啓発の支援も 行いながら 働き やすい職場環境づく り

に貢献し 、事業の拡大を進めます。

87%

パーム農園までの 

ト レーサビリ ティ

確認

1.2倍

サステナビリ ティ

高関与ユーザー数※1

1.2倍

ブランド への

好意度※4

※1 対前年、イ ンテージ SCI 調べ

※2 インテージ SRI+ 調べ

※3 容器について従来品重量比

※4 対前年、花王調べ

※5 インテージ SRI ＋調べ

パーパスド リ ブ ン な ブ ラ ン ド ＞ロ リ エ 一人ひと り の暮ら し 、社会

課題に貢献する ブ ラ ン ド 活動

責任ある 原材料調達＞指標と 目標

パーパス ド リ ブ ン なブ ラ ン ド ＞キュ キュ ッ ト  環境配慮、多様化す

る ラ イ フ スタ イ ルに寄り 添う ブ ラ ン ド 活動

P88
P104

P87

暮らしと 社会への新価値創造 暮らし と 社会への負荷削減暮らしと 社会への新価値創造

10

正
道
を
歩
む

快
適
な
暮
ら
し
を

自
分
ら
し
く
送
る
た
め
に

O
u

r P
rio

ritie
s -K

ire
i L

ife
sty

le
 P

la
n

-

企
業
理
念
の
実
践

思
い
や
り
の
あ
る

選
択
を
社
会
の
た
め
に

よ
り
す
こ
や
か
な

地
球
の
た
め
に

A
p

p
e
n

d
ix

O
u

r E
S

G
 V

isio
n

 

a
n

d
 S

tra
te

g
y

O
u

r 

F
o

u
n

d
a
tio

n
s

ESG 部門統括メッ セージ エグゼクティ ブ・ サマリ ー 企業理念 戦略 ガバナンス リ スク 管理 指標と 目標ト ッ プメッ セージ



環境

環境性能に優れた製品がCP 事業製品

全体の売上高増加に大きく 貢献

「 気候変動」「 フォレスト 」「 水セキュリ ティ 」

の分野で最高評価を獲得

全拠点から の温室効果ガス排出量

（ スコ ープ1＋2）を着実に削減

花王のESG 戦略のひと つである

「 よ り すこ やかな地球のために」の

コ ミ ッ ト メ ント で適用し ている、環

境に関する 厳し い適合要件を 満た

し た製品の売上高は、前年比で26％

増加と なり まし た。

こ の増加の大部分は、売上比率が大きく 、環境性能に

優れた衣料用洗剤「 アタ ッ ク 」と 食器用洗剤「 キュキュッ

ト 」で適合要件が増加し たこ と によるも のです。同時に、

こ れら ブラ ンド の売上やシェ アの増加は、フ ァ ブリ ッ ク

＆ホームケア事業の売上高にも 寄与し 、前年比で1.3％

の増加と なり まし た。

今後も 、製品ラ イ フ サイ ク ル全体で環境負荷の低減

を図り 、環境性能に優れた製品の提供を通じ て、持続可

能な環境の実現に貢献する と 同時に、製品価値を 高め

顧客ロイヤリ ティ の向上に努めます。

国際N GO のCDPから「 気候変動」

「 フ ォ レ スト 」「 水セキュ リ テ ィ 」 の

すべての分野で最高評価である「 A

リ ス ト 企業」 に 選定さ れま し た。

2023年、グロ ーバル21,000 社以上

の中から ト リ プルA 企業に選定さ れたのは10社で、花

王は日本企業で唯一、4年連続で選定さ れています。

CDP は企業の環境対応に関する 評価・ 格付けにおい

て世界を 主導する 機関であり 、機関投資家等がその評

価結果を投資判断に活用し ています。現在では136兆米

ド ル以上の資産を 保有する740を 超える署名金融機関

と 協働し ており 、その影響力は強まっ ています。

世界をリ ード し ているCDPの評価基準をめざすこ と

は、環境全般の活動をグローバル水準に高めるこ と にも

つながり ます。今後も 、グローバル

で求めら れる 基準の環境活動を 事

業全体で実施し 、リ スク 回避と 事業

機会の創出につなげていきます。

花王グループ 全拠点から の温室

効果ガス排出量（ スコ ープ 1+2）を、

基準年で ある 2017 年と 比較し て、

2023年は35％削減。2030年の目標

である 55％削減達成に向け着実に

削減し まし た。スコ ープ1においては、工場へのヒ ート

ポンプ 導入によ る化石燃料の使用量削減や、需要に応

じ た生産対応などによっ て17% 減少し まし た。スコ ー

プ2においては、日本でゼロと なり 、アジア地域も 大幅

に削減でき たこ と から 、2017年比63% 減少と なり まし

た。こ れは、事業拠点だけではなく 、国内外の工場にお

いても 使用電力の再エネルギー化を 推進し たこ と や、

インタ ーナルカ ーボンプラ イシング制度を活用し て、低

コ スト で長期安定な電力源である太陽光発電の設置を

推進し たこ と が要因と なっ ています。

今後は、2040年までカーボンゼロ、2050年までにカー

ボン ネガティ ブ を

めざし て活動を 加

速さ せ、脱炭素社

会の実現に貢献し

ていきます。

26%

環境性能に優れた

製品の売上高増加率

4年連続

CDPト リ プル A 受賞

35％

スコ ープ1+2GH G

排出量（ 絶対量）

削減率

O u r ESG V i si o n  an d  Strateg y  ＞指 標と 目標＞事 業に 及ぼす 

効果

脱炭素＞指標と 目標＞2023 年実績に 対する 考察＞ CD P に よ る  

評価

脱炭素＞指標と 目標P44

P120

P116

暮らし と 社会への負荷削減暮らしと 社会への負荷削減暮らしと 社会への新価値創造
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事業基盤

社員活力の最大化に向けて

多様な社員の挑戦を活性化

女性活躍を推進し 女性管理職比率が

着実に増加

創業以来続く 倫理的な企業風土により

世界で最も 倫理的な企業に選定

2023年の社員意識調査の結果か

ら 、挑戦的な目標に向かっ て日々活

動し ている 社員は58％と なり まし

た。その半数は、周囲の協力を 得な

がら 着実に挑戦的な目標の実現を

めざし ており 、モチベーショ ン高く 自己の成長と 組織の

成長を両立さ せています。

2021年に日本から 始動し たOKR の導入率はグロー

バルで70％を 超え、高く 挑戦的な目標を掲げて活動す

る社員の拡大を促進し ています。その上で、中期経営計

画「 K27」の実現に向けた人財戦略のひと つに「 意欲あ

る人財をと がら せる」を掲げ、重点アク ショ ンと し て先

端教育を 実施し ています。9,000を 超える通学・ 通信教

育・ e ラ ーニングの提供に加え、2023年から は、グロー

バル全社員を対象と し た新たなDX 学習プログラ ムを開

始し ています。

今後も 、「 社員活力の最大化」に向けて、多様な社員に

「 公平な機会の提供」を 行っ た上で、意欲ある人財に成

長の機会を提供し 、社員の挑戦を加速し ていきます。

女性の活躍は花王の成長に不可

欠と いう 考えのも と 、2023 年も 女

性活躍推進活動に継続し て取り 組ん

だ結果、女性管理職比率が31.1% と

なり まし た。

さ まざまな意思決定の場における多様性の向上を め

ざし 、2030年までに女性管理職比率を女性社員比率と

同じ にすると いう 目標を 掲げています。女性管理職比

率と 女性社員比率に差のある日本においては3つの重点

アク ショ ンに取り 組んでいます。2023年は、そのひと

つである「 意欲高く 働く 育児両立支援」の取り 組みと し

て、男女共に取得を 必須と する「 有給育児休暇」を 導入

し まし た。こ れは、男性の育児家事参画を当たり 前にす

るこ と で、性別によら ず自身の思い描く キャ リ ア実現に

向けて意欲高く 働く こ と を後押し するも のです。

今後も 女性活躍を 推進し 、多様な視点を すべての企

業活動に活かすこ と で、社会の変化や多様な価値観に

応える製品・ サービスの提供を通じ た事業成長につなげ

ていきます。

米国のシンク タ ンク「 Eth isphere 

I n stitu te」 が 発 表 し た「 W orld’s 

M ost Eth ical  Com pan ies®  2024」

（ 世界で最も 倫理的な企業）に、18年

連続で選定。同賞創設時から 連続受

賞し ているのはグローバルで6社で、アジア及び日本で

は唯一の企業です。

こ れは、創業者が残し た「 正道を歩む」、すなわち法と

倫理に則っ て行動し 、誠実で清廉な事業活動を行う こ と

を社員一人ひと り が実践し 続けてきた姿勢と 、それによ

り 醸成さ れた企業風土による結果であり 、現場から 経営

まで全社で継続的にレ ベルアッ プし ていると 評価いた

だけたも のと 考えています。

今後も 、高い倫理意識の堅持と

実践を 通じ て、さ ら なる事業の発

展と 、社会のサステナビリ ティ の

実現に貢献し ていきます。

58%

挑戦志向型人財の

割合

31.1%

女性管理職比率

18年連続

「 世界で最も 倫理的な

企業」 選定

人財開発＞公平な機会の提供＞OK R 活用
受容性と 多様性のある 職場＞ダイ バーシテ ィ ＆エ ク イ テ ィ 推進活

動＞女性活躍推進

実効性のある コ ーポレ ート・ ガバナン ス＞「 W o rl d ’s M o st Eth ica l  

Co m p an i es®（ 世界で最も 倫理的な企業）」 に18年連続選定

P218 P231

P178

暮らし と 社会への負荷削減暮らしと 社会への負荷削減暮らしと 社会への新価値創造
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企業理念
「 The Kao  W ay」と は、先人が培っ てき た精神や文化を 次世代に受け継ぐ ため、2004年に策定し た花王の企業理念です。2021年にはさ ら なる 変革を めざし て、「 共生」

を 新たな使命に掲げ、「 期待の先を いく 」ビ ジョ ンと「 果敢に挑む」行動原則を 追加し 、アッ プデート し まし た。

こ の企業理念は、社員一人ひと り に深く 浸透し ています。中長期の事業計画の策定から 日々の業務における意思決定まで、「 The Kao W ay」を拠り どこ ろにするこ と で、

すべての活動が一貫し たも のと なり ます。また、社会課題や事業課題に対し 、多様な資産と 社員の力を 集積さ せる 原動力です。そし て、個人の成長と 会社の発展や社

会への貢献を 重ね合わせ、働き がいや生き がいを 生み出す指針でも あり ます。

使命

ビジョ ン

私たちは、志をひと つに熱意をこ めて、日々をより こ

こ ろ豊かにするこ と に邁進し 、Kirei  Li fe 〜すべての人

と 地球にと っ てより 清潔で美し く すこ やかな暮ら し 方

〜を 創造し ます。優れた価値を 生みだす革新を 通じ て

喜びを 分かち 合い、すべてのいのち にと っ て安心で調

和のと れた世界を実現し ます。

日本語の「 きれい」と いう 言葉は、清潔、秩序、美、と いっ たすべての状態を意味し て

います。「 きれい」と は、外見だけではあり ません。自分のため、他の人々のため、私

たちをと り まく 自然界のため、美し さ を創造し よう と する生き方をも 表し ます。「 き

れい」は花王のブランド 、製品、技術、ソリ ュ ーショ ン、サービスを通じ て、現在及び

将来にわたり 、私たちが日々の暮らし にも たら し たい価値です。

私たちは、こ の世界と そこ に住む人々を深く 知り 、理

解し ます。人と 自然が共に栄える未来のために、人々の

期待を 超える、よ り よい生活を 実現する 企業を めざし

ます。

豊かな共生世界の実現

人をよく 理解し 期待の先いく 企業に

グローバル全社員共通の対話の基盤

・ 存在意義と なる使命

・ めざすべき ビ ジョ ン

・ ゆるぎない基本的価値観

・ 大切にする行動原則

花王ウェ イ（ 企業理念）

h ttp s://w w w .kao .com /jp /co rpo rate/pu rpose/kaow ay/
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https://www.kao.com/jp/corporate/purpose/kaoway/

